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    「Informatics Vol.7」の発行にあたって  
 
 
       情報基盤本部 
副本部長 水野 勝之 
 
 私は、情報基盤本部副本部長を務めております。と同時に、教育面に携わる「教育の
情報化推進本部」副本部長を務めております。発足当初、この二つの組織は、情報科学
センターとして一体でしたが、世の中の情報化が進むとともに、大学の情報化が進み、
処理する範囲も膨大となり、その結果、情報の組織が情報の量で押しつぶされそうにな
ってしまいました。そこで、2008 年度より、効率性を重視して、情報科学センターを、
前述の「情報基盤本部」と「教育の情報化推進本部」に分けました。 
 確かに、情報処理の量も減り、効率化は進みましたが、明治大学の同じ情報関連組織
であるにも関わらず、縦割りになってしまい、あっちとこっちは別々というように、連
携なく、大学の情報関連基盤の整備と、情報関係の教育およびその環境整備が行われる
ようになってしまいました。 
 そこで、両組織が連携を図ろうとここ数年模索して来ましたが、制度的な変更を実現
させることは容易ではありませんでした。場合によっては、水と油の関係になりかねま
せんでした。昨年度就任された鎌田弘之情報基盤本部長が、制度がいじれないなら人事
で！という勇断を下されて、副本部長は両本部の副本部長を兼ねるという名案を実行し
ました。その結果、両組織の風通しが良くなりました。お互いの情報が共有できる、お
互いの動きに合わせて対応ができるなどメリットが非常に大きかったです。今まではお
互いの組織について他の方から質問されることがあり当惑していたことがありました
が、この人事によってそれもなくなり、お互いの組織がお互いのことを語れるようにな
りました。 
 とはいうものの、この組織改革も大きな改革への一歩にすぎません。大きな改革とは、
何も明治大学の組織の改革をさしているのではないです。情報通信技術の日進月歩に合
わせて大学は様々な対応が必要になってきます。そのとき「情報基盤本部」と「教育の
情報化推進本部」が歩調を合わせて協働すれば、技術の進歩を先取りした研究体制、教
育体制を組むことができるようになる、これこそが大きな改革だと思っています。 
 Informatics の内容は、その改革の羅針盤になる貴重な情報源だと思います。御寄稿
された方々に感謝申し上げるとともに、これらを役立てることこそが我々の使命だと考
えています。 
 
 
